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は
じ
め
に

　

日
本
で
は
、
製
品
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の

視
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル

型
（
す
り
あ
わ
せ
）
傾
向
の
強
い
産
業
が

戦
後
成
長
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
藤
本
・

朴
、
2
0
1
5
）。
す
ぐ
れ
た
Q
C
D
F

（
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
・
フ
レ
キ
シ
ビ
リ

テ
ィ
）
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、

製
品
開
発
か
ら
製
品
生
産
に
至
る
高
度
な

す
り
あ
わ
せ
を
可
能
と
す
る
技
能
・
ノ
ウ

ハ
ウ
が
各
現
場
に
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
社
内

の
先
輩
か
ら
後
輩
に
「
組
職
内
の
技
能
伝

承
」（
O
J
T
）
に
よ
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
っ
た
。高
度
成
長
時
代
に
は
、

日
本
の
独
特
な
組
織
的
技
能
伝
承
お
よ
び

組
職
学
習
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
し
た
。

　

し
か
し
、
2
0
0
7
年
以
後
に
開
発
・

生
産
現
場
で
こ
の
よ
う
な
も
の
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
が

地
域
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
と
政
策
課
題

大
量
に
退
職
す
る
こ
と
で
、
日
本
特
有
の
暗

黙
知
技
能
伝
承
に
危
機
が
迫
っ
た
。
こ
れ
を

加
速
さ
せ
た
一
つ
の
要
因
は
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
以
降
、
新
規
採
用
が
抑
え
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
は
ず
の
若

手
社
員
（
と
く
に
20
代
～
30
代
）
の
比
率

が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
電
機
産
業
の
生
産
現

場
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
国
内
現
場

は
高
い
競
争
力
を
維
持
し
つ
つ
も
、
若
手
の

比
率
が
大
幅
に
低
い
た
め
、
次
世
代
育
成
・

技
能
継
承
が
難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
新
宅
他
、

2
0
1
4
）。
こ
の
期
間
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

さ
れ
た
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
暗
黙
知
を
組

織
内
で
效
果
的
に
継
承
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
を
打
開
す
る
た

め
に
多
様
な
取
り
組
み
が
、日
本
政
府
や
各

自
治
体
、
大
学
・
各
教
育
機
関
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
内
部
で
行
わ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
東

京
大
学
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー

（
M
M
R
C
）が
推
進
し
て
き
た
「
も
の
づ

く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
育
成
、
な
ら

び
に
こ
れ
を
日
本
の
各
地
域
に
展
開
し
た

「
地
域
も
の
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
」
の
14
事
例

と
業
界
団
体
が
主
催
す
る
社
内
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
筆

者
ら
が
2
0
1
9
年
に
実
施
し
た
聞
き
取

り
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
。
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
朴
・
福
澤
・
黄

（
2
0
2
0
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

﹁
草
の
根
﹂イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る

学
習
シ
ス
テ
ム

　

藤
本（
2
0
1
2
）に
よ
れ
ば
、
地
域
に

隣
接
し
て
い
る
現
場
が
主
役
と
な
り
、
流

れ
改
善
や
設
計
改
善
を
つ
う
じ
て
「
良
い

設
計
・
良
い
流
れ
」
を
実
現
し
、
す
ぐ
れ

た
現
場
を
残
す
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
中

福
澤 

光
啓

成
蹊
大
学
経
営
学
部
准
教
授

朴  

英
元

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

東
京
大
学
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

特
集
1
ー
2

小
企
業
に
よ
る
、い
わ
ば
「
草
の
根
」
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
、日
本
に
お
け
る
「
も

の
づ
く
り
」
の
重
要
な
強
み
と
な
っ
て
い

る
。
現
場
改
善
を
担
う
人
材
の
育
成
に
よ

っ
て
、
製
造
業
だ
け
で
は
な
く
非
製
造
業

も
含
ん
で
地
域
全
体
の
現
場
力
や
経
営
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
地
方
の
産
業
政
策

や
国
家
の
中
小
企
業
政
策
の
根
幹
と
な
る
。

国
家
や
地
方
政
府
の
政
策
と
し
て
は
、
競

争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
企
業
や
失
業
者
の

救
済
と
と
も
に
、「
良
い
現
場
」
を
残
す
意

思
を
持
っ
た
中
小
企
業
を
支
援
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
有
効
な
支
援
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、東
京
大
学
M
M
R
C
「
も

の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク

ー
ル
」
の
「
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
や
、「
も
の
づ
く
り
改
善
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」（
M
K
N
）
の
「
も
の
づ
く
り
シ
ニ

ア
塾
修
了
生
」
が
有
す
る
「
顧
客
に
向
け

た
良
い
流
れ
づ
く
り
」
の
知
識
を
、
日
本

国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
け
る
中
小
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企
業
を
対
象
に
業
種
を
超
え
て
「
も
の
づ

く
り
技
術
」
と
し
て
普
及
・
深
化
さ
せ
て
い

く
学
習
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
地
域
も
の
づ

く
り
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校
し
て
い
る
。

　

近
年
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
I
o
T

活
用
の
進
展
に
と
も
な
い
、
ア
ナ
ロ
グ
時

代
に
培
わ
れ
て
き
た
技
能
の
伝
承
お
よ
び

学
習
の
方
式
に
も
、大
き
な
変
化
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
I
T
シ
ス
テ

ム
は
、
企
業
組
職
内
に
あ
る
形
式
知
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
、
各
部
署
の
組
職
構
成
員

が
独
自
に
活
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
部

門
横
断
的
な
連
携
を
図
る
た
め
に
も
用
い

ら
れ
て
き
た
（
典
型
的
に
は
E
R
P
シ
ス

テ
ム
な
ど
）。
し
か
し
、
暗
黙
知
の
場
合
、

I
T
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
統
合
お
よ
び
組
職

横
断
的
な
活
用
は
容
易
で
は
な
く
、
特
に

組
職
内
で
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
生
産
現

場
で
長
い
間
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
組
織
知
（
組
職
全
体
で
学

習
し
て
活
用
で
き
る
知
識
）
に
は
な
り
づ
ら

く
、
個
人
知
（
個
人
が
長
年
に
わ
た
り
学
習

し
て
独
自
に
活
用
す
る
知
識
）の
状
態
で
残

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
ア
ナ

ロ
グ
時
代
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
づ
く

り
暗
黙
知
を
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て

も
、
I
T
を
活
用
し
つ
つ
、
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
地
域
も
の
づ
く
り
ス
ク
ー
ル

に
お
い
て
も
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
適

応
し
た
取
り
組
み
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

ク
ー
ル
受
講
者
数
は
合
計
で
2
0
9
人
で

あ
り
、
累
計
受
講
者
数
は
9
3
4
人
に
の

ぼ
る
。
ま
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
数
は
14

校
合
計
で
1
9
2
人
で
あ
る
。

 

地
域
ス
ク
ー
ル
の
開
講
当
初
は
、
退
職
後

の
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
活
用
し
て
各
地

域
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
と
い
う
側
面

が
強
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
各
地

域
ス
ク
ー
ル
で
は
地
元
の
中
小
企
業
に
お

け
る
人
手
不
足
現
象
が
2
0
1
0
年
代
以

後
に
加
速
し
た
こ
と
に
よ
り
、
60
歳
退
職

以
後
で
あ
っ
て
も
ベ
テ
ラ
ン
の
再
雇
用
が

増
加
し
て
お
り
、「
退
職
者
」
と
し
て
の
生

涯
学
習
と
い
う
側
面
は
相
対
的
に
弱
ま
っ

て
い
る
。
直
近
の
状
況
で
は
、
大
部
分
の

ス
ク
ー
ル
教
育
対
象
者
は
、
現
役
か
つ
中

小
企
業
で
働
い
て
い
る
受
講
生
が
増
加
し

て
い
た
。
も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け
る
「
ひ

と
不
足
」
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
最
近
の

状
況
で
は
、
中
小
企
業
の
現
職
雇
用
者
が

地
域
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
改
善
促
進
者
と
し
て
よ
り
一
層
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
自
ら
の
現
場
に

戻
っ
て
生
産
性
向
上
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
職
の
改
善
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
も
、
地
域
ス
ク
ー
ル
の
重
要

な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

❷ 

地
域
ス
ク
ー
ル
の
6
つ
の
タ
イ
プ

　

地
域
ス
ク
ー
ル
の
運
営
主
体
お
よ
び
予

算
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
基
本
的
に
6

つ
の
モ
デ
ル
に
分
類
さ
れ
る
（
表
1
）。
最

も
多
く
の
ス
ク
ー
ル
が
該
当
す
る
モ
デ
ル

は
、
地
域
ス
ク
ー
ル
が
県
中
心
に
運
営
さ

れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
各
県
が
主
体
と
な
り
、
政
府
補
助
金

や
地
方
自
治
体（
県
）補
助
金
、
受
講
料
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
め
の
モ
デ
ル
は
基
本
的
に
県
が
運

用
す
る
が
、
産
学
提
携
モ
デ
ル
が
こ
こ
に

該
当
す
る
。
広
島
ス
ク
ー
ル
の
場
合
に
は

予
算
は
政
府
補
助
金
や
地
方
自
治
体
（
県
）

補
助
金
、
受
講
料
で
運
営
し
て
い
る
が
、

ス
ク
ー
ル
講
師
は
広
島
県
の
代
表
的
な
企

業
で
あ
る
マ
ツ
ダ
自
動
車
が
3
人
の
講
師

を
東
京
大
学
M
M
R
C
連
携
機
関
で
あ
る

M
K
N
に
派
遣
し
て
教
育
を
受
け
た
後
、

広
島
ス
ク
ー
ル
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い

る
。
三
つ
め
の
モ
デ
ル
は
運
営
主
体
が
県

で
は
な
い
市
町
村
が
運
営
す
る
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
例
え
ば
、
幸
田
ス
ク
ー
ル
は
、

比
較
的
予
算
規
模
の
小
さ
な
町
が
運
用
す

る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
予
算
運
用

は
一
つ
め
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
、
政
府
補
助

金
や
地
方
自
治
体
（
市
町
村
）補
助
金
、
受

講
料
で
運
営
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
四

つ
め
の
モ
デ
ル
は
同
じ
く
市
町
村
が
運
営

主
体
で
あ
る
が
、
政
府
補
助
金
な
し
に
地

方
自
治
体（
市
町
村
）補
助
金
お
よ
び
受
講

料
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
代
表
的
に
は
延
岡
ス
ク
ー
ル
が
挙

げ
ら
れ
る
。
五
つ
め
の
モ
デ
ル
は
政
府
補
助

地
域
も
の
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
の

調
査
結
果

❶ 

地
域
ス
ク
ー
ル
の
概
況

　

地
域
も
の
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
は
、
2

 
0
 
1
 

0
年
か
ら
試
験
的
に
群
馬
ス
ク
ー
ル
と
山

形
ス
ク
ー
ル
の
2
校
で
始
ま
り
、
2
0
1
3

年
に
長
岡
ス
ク
ー
ル
、2
0
1
5
年
に
滋
賀

ス
ク
ー
ル
、
茨
城
ス
ク
ー
ル
、
三
重
ス
ク
ー

ル
、幸
田
ス
ク
ー
ル
、広
島
ス
ク
ー
ル
、
延

岡
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
6
校
、
2
0
1
6
年

に
和
歌
山
ス
ク
ー
ル
、
東
京
ス
ク
ー
ル
、
福

井
ス
ク
ー
ル
の
3
校
、
2
0
1
7
年
に
長

野
ス
ク
ー
ル
が
設
立
さ
れ
て
、
2
0
1
9

年
3
月
現
在
に
お
い
て
地
域
ス
ク
ー
ル
は

全
国
的
に
14
校
が
開
設
さ
れ
て
運
営
中
で

あ
る
。
2
0
1
9
年
秋
に
は
、
新
た
に
富

山
市
ス
ク
ー
ル
も
開
講
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

「
東
京
大
学
M
M
R
C
ス
ク
ー
ル
」
と
「
地

域
ス
ク
ー
ル
」
の
機
能
的
な
提
携
に
も
と

づ
き
、
各
地
域
企
業
に
対
し
て
「
も
の
づ

く
り
知
識
」を
導
入
し
て
、
地
域
中
小
企
業

の
改
善
指
導
を
実
施
し
た
り
、
社
内
改
善

人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。
主
と
し
て
、

企
業
退
職
者
た
ち
が
、「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
」
と
な
り
、
地
方
中
小
企
業
を
支
援
す

る
と
い
っ
た
一
種
の
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ス

ク
ー
ル
は
、
年
1
回
の
開
講
で
あ
る
が
、

群
馬
ス
ク
ー
ル
と
広
島
ス
ク
ー
ル
は
年
2

回
開
講
し
て
い
る
。
2
0
1
8
年
度
の
ス
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タイプ A タイプ B タイプ C タイプ D タイプ E タイプ F

スクール
滋賀、三重、

静岡、和歌山、福井、
長岡、諏訪

広島 幸田 東京、延岡、
群馬 茨城

山形、
JPCAものづくり
アカデミー

運営主体

【予算】
国、県、スクール収入

【予算】
国、県、
スクール収入、
地元企業

【予算】
国、町、
スクール収入

【予算】
・ 市およびスクール収入
（延岡）
・ 公益財団法人の予算
および、スクール収入
（群馬）

【予算】
・ スクール収入
（ものづくり中核人
材育成事業などの
補助金活用）

【予算】
・ 国およびスクール収入
（山形）
・ 国、業界団体資金、
アカデミー収入（JPCA）

【設置場所】
・ （滋賀）滋賀県産業支援プラザ
・ （三重）三重県産業支援センター
・ （静岡）静岡県産業振興財団
・ （和歌山）公益財団法人わかやま
産業振興財団
・ （福井）福井県中小企業産業
大学校
・ （長岡）長岡産業活性化協会
・ （諏訪）NPO諏訪圏ものづく
り推進機構

【設置場所】
ひろしまものづくり
人材育成センター
（県の建物）

【設置場所】
幸田ものづくり研究
センター（愛知工科
大学内）

【設置場所】
・ （東京）東京都生産性
革新スクール（中小企
業振興公社）
・ （延岡）宮崎県工業会 
県北分室
・ （群馬）群馬県産業支
援機構

【設置場所】
いばらき生産性向
上人材育成スクー
ル（公益財団法人 
茨城県中小企業振
興公社）

【設置場所】
・ （山形）山形大学シニア
インストラクター養成ス
クール（山形大学国際事
業化研究センター）
・ （JPCA）日本電子回路
工業会 超高効率電子
回路生産システム研究
会（E-ESMAP）

設立背景・
目的

・ （滋賀）野洲では、ものづくり
経営交流センターを2010年
に独自に始めたが、野洲市の
予算だけで続けるのが困難に
なった。2015年に県として関
連事業を引き取って改善セン
ターを設立。

・ （三重、静岡）元々ものづくり
人材の育成支援事業はなかっ
た。ものづくりや経営管理に
関する体系的な知識の習得す
るため、東大のインストラク
タースクールに人材を派遣し
た後に、スクール運営を開始。
・ （和歌山、福井、長岡）中小企
業における人材育成に関連す
る教育サービスを提供してい
たが、現場実習のような内容
は不足していた。東大と連携
して、製造業等の現場改善の
知識や手法を学ぶカリキュラ
ムを追加してスクールを立ち
上げた。

・ （諏訪）企業のリーダーとなる
べく人材を育てるために、体
系的なカリキュラムを作り、
地域の活力となることを目指
すため。

自動車の電動化ブ
ームを背景に、地
域のカーエレクトロ
ニクス推進機関と
して、カーエレクト
ロニクス推進セン
ターを設置。その
後は、ものづくり人
材の育成支援を推
進し、現場改善能
力と生産性の向上
を図る。ものづくり
企業の従業員とOB
の研修生および修
了生を企業派遣し、
現場改善を支援。

自動車関連の企業
が多く、大企業の一
次サプライヤは自社
で改善を進められて
いたが、中小企業
については十分に支
援ができていない状
況であったため、町
としてスクールを立
ち上げることにし
た。野洲市の行政
視察がきっかけにも
なった。

・ （東京）生産性向上に
取り組もうと意欲のあ
る中小企業において、
ものづくりや経営管理
に関する体系的な知識
の習得を促進し中核人
材を育成するため。

・ （延岡）地元企業（旭
化成）で培われてきた
技術はあるが引退して
活かせてないOB/OG
という「地域資源」を活
かすため、人財活用事
業を、延岡市と一緒に
始めた。

・ （群馬）リーマンショッ
クの危機を受けて、県
内のものづくりを活性
化することを考え、もの
づくり人材を育成する
ことにした。早期退職
者が多くいたこともあ
り、そのノウハウ・技術
を活用するため。当初
はNPOが実施し、その
後、現在の体制に。

よろず支援拠点の
仕組みを通じて地
元企業からの相談
を受け、支援要望
に対応し、直接的
に企業の競争力を
高めるため。とくに、
企業の内部エンジ
ニアの人材育成を
行うため。

・ （山形）高度な技能や
豊富な職務経験を積ん
だ企業退職者、ならび
に企業において現場改
善リーダーまたは幹部
候補を対象として、経
営視点での「顧客に向
けた価値の流れづくり」
を身につけてもらい、
経営革新・生産革新を
指導出来る専門家（シ
ニアインストラクター）
を養成するため。

・ （JPCA）製造現場の経
験豊富な人材が社内イ
ンストラクタとしてのス
キルを身に付ける為の
研修と、育成OBを中小・
中堅電子回路企業に派
遣し改善活動を進める
ことで、電子回路業界
全体の早期生産性向上
を図るため。

事業内容

・座学（一部はIoT科目を開設）
・現場実習
・改善指導者育成事業
・改善指導者派遣事業

・座学
（IoT科目も含む）
・現場実習
・ 改善指導者育成事業
・ IoT導入支援指導者
育成事業（IoT実践
セミナー）
・ 改善指導者派遣事業

・座学
（IoT科目も含む）
・現場実習
・ 改善指導者育成事業
・ 改善指導者派遣事業

・座学（IoT科目も含む）
・ IoT関連については、
別建てて実施（群馬）。
・ I oTの現場実践につい
て、特別講義も実施し
ているケースあり。
・現場実習
・改善指導者育成事業
・改善指導者派遣事業

・ 座学
（QCDF特別講座＋
IoT科目も含む）
・ 茨城県産業技術イ
ノベーションセンタ
ーのIoT模擬工場を
参考、日立からテク
ノセンター専門家に
よるアドバイス・指
導の提供。
・ 現場実習
・ 改善指導者派遣事
業（別途：公社の
専門家派遣事業）

・座学（IoT科目も含む）
・IoT先進企業見学（山形）
・IoT授業時間の増加
・現場実習
・改善指導者育成事業
・改善指導者派遣事業
・ 電子回路ものづくり
改善人材育成事業
（JPCA）
・ 中小企業の自動化・IT/
I oT見える化推進活動
（JPCA）

表 1．各スクールのタイプの比較

出所）朴・福澤・黄（2020）、表 2より
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金
お
よ
び
地
方
自
治
体
（
県
・
市
町
村
）
補

助
金
を
受
け
ず
、ス
ク
ー
ル
受
講
生
の
受
講 

料
に
よ
り
運
営
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、

茨
城
ス
ク
ー
ル
が
該
当
す
る
。
地
域
の
中

小
企
業
大
学
と
連
携
し
て
、
ス
ク
ー
ル
受

講
料
で
運
営
す
る
独
自
の
モ
デ
ル
を
追
い

求
め
て
い
る
。
六
つ
め
の
モ
デ
ル
は
、
政

府
補
助
金
を
受
け
る
が
、地
方
自
治
体（
県・

市
町
村
）補
助
金
を
受
け
ず
、
全
国
的
に
展

開
し
つ
つ
運
営
し
て
い
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

山
形
ス
ク
ー
ル
と
J
P
C
A
も
の
づ
く
り

ア
カ
デ
ミ
ー
が
該
当
す
る
。
J
P
C
A
も

の
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
東
京
大
学
M

 
M
 

R
C
や
M
K
N
が
直
接
支
援
し
て
は
い
な

い
が
、一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
回
路
工
業

会
が
政
府
予
算（
経
済
産
業
省
）の
支
援
を

受
け
て
運
営
し
て
お
り
、
製
造
現
場
の
経
験

豊
富
な
人
材
を
社
内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
多
数
育
成
し
て
い
る
先
進
的
な
取
り

組
み
と
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

❸ 

デ
ジ
タ
ル
化
・
I
o
T
活
用
に
向
け

た
地
域
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

　

近
年
に
お
け
る
全
世
界
的
な
I
o
T
技

術
進
展
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
政
府
も

Society
5.0

を
推
進
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
時

代
の
も
の
づ
く
り
技
術
教
育
に
「
I
o
T

教
育
」
を
追
加
す
る
経
済
産
業
省
の
「
ス

マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
応
援
隊
事
業
」
を
推

進
し
始
め
た
。
2
0
1
6
年
か
ら
、
既
存
の

地
域
ス
ク
ー
ル
を
対
象
に
、
既
存
の
「
ア
ナ

ロ
グ
も
の
づ
く
り
教
育
」
に
I
o
T
教
育

を
追
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
全
体

ス
ク
ー
ル
予
算
の
最
大
2
／
3
を
、
2

 
0
 
1
 

8
年
に
は
最
大
1
／
2
を
支
援
す
る
政
策

が
推
進
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
大
部
分
の
地
域
ス
ク

ー
ル
は 
2
0
1
6
年
か
ら
ス
マ
ー
ト
も
の

づ
く
り
応
援
隊
事
業
に
申
し
込
ん
で
、
政

府
支
援
予
算
も
利
用
す
る
た
め
に
ス
ク
ー

ル
運
営
を
工
夫
し
て
い
る
。
既
存
の
も
の

づ
く
り
改
善
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
中
心
と

し
つ
つ
、
2
0
1
7
年
か
ら
は
大
部
分
の
ス

ク
ー
ル
が
I
o
T
科
目
教
育
を
強
化
し
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ス
ク
ー
ル
は
2
～
3

カ
月
に
わ
た
っ
て
、
18
～
20
回
程
度
（
1
週

間
に
1
回
8
時
間
教
育
）
教
育
を
実
施
し

て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
1
回
は
I
o
T

コ
ン
テ
ン
ツ
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、

取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
I
o
T
の
理
論
や
事
例
教
育
が
多

く
、
実
習
教
育
は
十
分
に
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。し
か
し
、三
重
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
に
、

I
o
T
実
習
教
育
を
強
化
し
て
、
他
の
ス

ク
ー
ル
の
2
倍
に
近
い
2
回
教
育
を
実
施

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
も
あ
る
。
ま
た
、
東

京
ス
ク
ー
ル
や
幸
田
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
に
、

I
o
T
技
術
を
取
り
入
れ
て
改
善
に
成
功

し
て
い
る
中
小
企
業
に
派
遣
し
て
実
習
す

る
ス
ク
ー
ル
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

広
島
で
は
、
ス
ク
ー
ル
の
運
営
主
体
で
あ

る
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
が
、

ス
ク
ー
ル
参
加
企
業
に
限
ら
ず
、
広
く
県

内
の
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て
I
o
T
活

用
の
た
め
の
教
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

取
り
組
み
の
効
果

　

本
節
で
は
、
各
地
域
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
の
効
果
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
調
査

か
ら
明
か
に
な
っ
た
全
体
的
な
共
通
点
・

傾
向
の
概
要
を
示
す
。
取
り
組
み
の
成
果

を
把
握
す
る
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標

が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
、
定
性
的
効

果
と
し
て
、
継
続
し
て
ス
ク
ー
ル
派
遣
し

て
い
る
と
い
う
「
リ
ピ
ー
ト
効
果
」、
改
善

マ
イ
ン
ド
が
高
ま
っ
た
と
い
っ
た
「
意
識

面
の
効
果
」、
人
材
育
成
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
実
感
、
Q
C
D
F
面
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
向
上
し
た
と
い
う
実
感
に
注
目

し
た
。
ま
た
、
定
量
的
効
果
と
し
て
は
、

Q
C
D
F
面
で
の
効
果
に
注
目
し
た
。

❶ 

定
性
的
効
果

　

そ
も
そ
も
、
ス
ク
ー
ル
校
長
や
運
営
者

の
視
点
か
ら
み
て
、
総
じ
て
、
各
社
の
改

善
が
う
ま
く
進
ん
で
い
る
印
象
が
あ
る
と

い
う
回
答
を
多
数
得
た
。
人
材
面
の
効
果

と
し
て
は
、
①
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
育
成
と
②
後
継
者
育
成
の
2
点
が
主
要

な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
改

善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
に
よ
っ
て
、

現
場
の
生
産
性
が
向
上
し
、
そ
れ
に
よ
り
、

新
た
な
人
材
を
獲
得
す
る
余
裕
が
出
来
る

と
い
っ
た
効
果
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
役
社

員
が
、
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て
改
善
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
改
善
・
生
産
性

向
上
の
中
心
人
物
と
な
る
と
い
う
こ
と
も

多
く
の
ス
ク
ー
ル
で
共
通
し
て
見
ら
れ
た

成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
改
善
推
進
者
は
、

複
数
人
育
成
し
な
い
と
、
社
内
で
の
推
進

は
難
し
く
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
共
通
の
課
題
と
し

て
見
い
だ
さ
れ
た
。
次
に
、
後
継
者
育
成

と
し
て
は
、
年
齢
・
業
種
を
超
え
た
交
流

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
知
識
増
大

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
・
後

継
者
が
育
成
さ
れ
る
と
い
う
効
果
が
複
数

の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
派
遣
事
業
終
了
後
の
改
善
活
動

の
「
継
続
」「
自
立
化
」「
根
付
き
」
も
重

要
で
あ
り
、
継
続
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
要
望
や
派
遣

事
業
終
了
後
に
も
当
該
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
個
別
に
顧
問
契
約
が
継
続
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
改
善
活
動
へ
の
ス
タ
ン
ス
に

も
変
化
が
見
ら
れ
た
。
ス
ク
ー
ル
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
長
の
意
識
が
変
わ

り
、
ス
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
し
て
改
善

が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い

た
。
現
場
レ
ベ
ル
で
は
、
継
続
的
に
ス
ク

ー
ル
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
改
善
活
動
の

共
通
言
語
を
持
つ
人
材
が
社
内
に
育
成
さ
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れ
、
組
織
横
断
的
に
勉
強
会
を
開
催
す
る

な
ど
社
内
が
活
性
化
す
る
こ
と
も
起
き
た
。

改
善
活
動
に
関
す
る
理
論
や
方
法
の
学
習

や
改
善
の
際
の
着
眼
点
を
取
得
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
気
づ
き
」
も
増
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
手
法
で
説
明
す

る
こ
と
で
説
得
力
が
高
ま
り
、
改
善
提
案

を
受
容
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
り
、
改
善

効
果
が
会
社
に
も
た
ら
す
効
果
ま
で
意
識

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
改
善
が
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た

業
種
・
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
展
開
も
進
ん
だ
。

　

あ
る
精
密
金
属
加
工
メ
ー
カ
ー
の
実
例

と
し
て
、
も
の
と
情
報
の
流
れ
の
見
え
る

化
を
通
じ
た
現
場
課
題
の
発
見
・
気
づ
き

が
促
進
さ
れ
、
生
産
計
画
の
精
緻
化
、
現

品
の
工
程
管
理
改
善
（
時
間
管
理
の
実
践

へ
）
が
進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

社

長
は
じ
め
全
社
一
丸
と
な
っ
た
改
善
が
推

進
さ
れ
た
。
改
善
し
て
工
場
の
ス
ペ
ー
ス

に
余
裕
を
作
り
、
今
後
受
注
が
決
ま
っ
て

い
る
新
規
事
業
に
振
り
向
け
る
と
い
う
良

い
循
環
を
回
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
個

人
の
頭
の
中
で
は
把
握
し
て
い
た
工
程
を

数
値
化
、
見
え
る
化
し
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
工
程
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う

に
な
り
、
情
報
共
有
化
に
よ
っ
て
各
作
業

者
の
視
野
が
広
が
り
、
前
後
の
工
程
に
も

気
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
改
善
の
良

い
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
①
全
体
の
人
材
を

減
ら
さ
ず
に
現
有
の
事
業
は
人
を
減
ら
し

て
収
益
性
を
改
善
し
つ
つ
、
②
新
し
い
事

業
を
作
っ
て
成
長
性
を
確
保
す
る
、
と
い

う
2
本
立
て
で
推
進
す
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。

❷ 

定
量
的
効
果

　

こ
こ
で
は
改
善
成
果
の
具
体
的
な
実
例

を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
。

　

機
械
加
工
専
門
の
中
小
企
業
で
は
、
生

産
性
30
％
向
上
、
稼
働
率
向
上
（
60
％
ま
で

ア
ッ
プ
）
と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。
あ
る

繊
維
メ
ー
カ
ー
で
は
、
改
善
派
遣
事
業
を

2
回
利
用
し
た
が
い
ず
れ
も
大
き
な
成
果

が
あ
っ
た
。1
回
目
は
、工
程
内
不
良
対
策
、

工
程
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
平
準
化
・
短
縮
、

工
程
配
置
改
善
が
進
み
、2
回
目
は
、伝
票
、

帳
票
類
見
直
し
や
工
程
内
の
不
良
改
善
が

行
わ
れ
た
。

　

高
精
度
め
っ
き
処
理
企
業
で
は
、
生
産

性
が
約
31
％
向
上
し
た
。
さ
ら
に
、
作
業

員
の
体
力
に
配
慮
し
た
治
具
を
製
作
す
る

こ
と
で
効
率
が
向
上
し
、
治
工
具
改
善
に

よ
り
、バ
ッ
チ
処
理
が
可
能
と
な
っ
た
。
作

業
動
線
の
改
善
や
生
産
ス
ペ
ー
ス
拡
張
も

可
能
に
な
り
、
運
搬
台
に
キ
ャ
ス
タ
ー
を

付
け
て
負
荷
軽
減
す
る
と
い
っ
た
効
果
も

見
ら
れ
た
。
あ
る
半
導
体
関
連
部
材
メ

ー
カ
ー
で
は
、
製
造
工
程
の
作
業
動
線
が

38
％
短
縮
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
改
善
し
、

作
業
効
率
の
向
上
、
不
良
減
少
、
品
質
向
上

と
い
っ
た
効
果
が
み
ら
れ
た
。
あ
る
メ
ー

カ
ー
の
高
度
熟
練
を
要
す
る
工
程
（
ロ
ウ

付
け
工
程
）で
は
、作
業
効
率
の
30
％
向
上
、

人
員
4
人
か
ら
2
・
5
人
へ
削
減
と
い
っ

た
効
果
も
出
た
。

　

あ
る
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
は
、ス
ク
ー

ル
を
通
じ
た
改
善
活
動
に
よ
り
、
長
年
の

赤
字
か
ら
黒
字
転
換
を
達
成
し
た
。
改
善

前
は
、
移
動
距
離
1
5
4
m
（
25
枚
／
ロ

ッ
ト
）
で
あ
っ
た
が
、
改
善
後
は
移
動
距
離

88
m（
4
枚
／
ロ
ッ
ト
）へ
削
減
し
た
。
さ

ら
に
、
流
れ
の
改
善
と
し
て
、
裁
断
か
ら
縫

製
・
検
査
ま
で
の
流
れ
が
階
層
間
で
分
断

さ
れ
て
い
た
流
れ
を
整
流
化
す
る
こ
と
に

よ
り
ム
ダ
を
削
減
し
、
生
産
性
が
向
上
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
黒
字
転
換
を
達
成

し
、
新
規
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
も
可

能
に
な
っ
た
。

　

あ
る
ス
ク
ー
ル
が
担
当
し
た
複
数
企
業

に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
と
し
て
、
①

1
0
0
0
万
円
／
年
削
減
、
②
8
2
7
万

円
／
年
削
減
、
③
在
庫
削
減
2
2
0
0
万

円
分
達
成
、
④
加
工
費
削
減
1
4
0
0
万

円
／
年
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た

Q
C
D
F
面
で
測
っ
た
効
果
の
例
と
し
て
、

①
組
立
時
間
60
％
削
減
、
②
生
産
能
力

1
・
5
倍
、
③
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
76
％

削
減
、
④
在
庫
70
％
削
減
と
い
っ
た
実
績

が
あ
っ
た
。

　

あ
る
ス
ク
ー
ル
で
は
「
効
果
の
見
え
る

化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

現
場
に
対
し
て
「
1
歩
＝
1
秒
＝
1
円
」

と
い
う
よ
う
に
数
値
で
見
せ
て
動
機
づ
け

を
は
か
っ
て
い
る
。

❸ 

地
域
ス
ク
ー
ル
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
測
れ
ば
よ
い
の
か
：
見
え
て
き
た
課
題

　

上
述
の
と
お
り
、
地
域
ス
ク
ー
ル
へ
の

参
加
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
効
果
が
あ
ら

わ
れ
て
く
る
タ
イ
ム
ス
パ
ン
に
は
、
短
期

と
長
期
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
も
十
分
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
在
庫
削
減
効
果
な

ど
は
短
期
で
見
え
や
す
い
（
半
年
か
ら
1

年
く
ら
い
で
見
え
て
く
る
）
が
、
人
材
育
成

効
果
に
つ
い
て
は
長
期
で
見
な
い
と
見
え

て
こ
な
い
。
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
つ
い

て
も
、
組
織
間
の
カ
ベ
を
超
え
た
調
整
を

要
す
る
の
で
時
間
が
か
か
る
（
3
年
く
ら

い
は
か
か
る
と
の
声
が
多
数
で
あ
っ
た
）。

I
T
シ
ス
テ
ム
や
I
o
T
の
導
入
・
活

用
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
導
入

の
程
度
を
み
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム

導
入
を
契
機
と
し
て
、
実
際
の
業
務
の
流

れ
を
見
直
し
て
改
善
が
ど
れ
だ
け
進
ん
だ

の
か
を
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
短
期
的
な
効
果
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で

あ
る
が
、
す
ぐ
に
は
目
に
見
え
た
効
果
が

で
な
い
け
れ
ど
も
、
長
期
で
見
た
場
合
に
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
、
人
材
育
成

面
で
の
効
果
や
、
も
の
づ
く
り
の
「
流
れ
」

の
改
善
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
も
的
確
に

把
握
し
た
う
え
で
、
地
域
ス
ク
ー
ル
の
評
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価
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
や
自
治
体
に

は
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養

成
は
、
当
初
、
退
職
後
の
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
活
用
し
て
各
地
域
の
中
小
企
業

を
支
援
す
る
と
い
う
生
涯
学
習
要
素
が
強

か
っ
た
が
、
近
年
の
地
域
ス
ク
ー
ル
に
お

い
て
は
、
各
地
域
の
人
手
不
足
が
2
0
1

0
年
代
以
降
に
加
速
し
た
こ
と
を
受
け
、

「
意
図
せ
ざ
る
」
優
れ
た
教
育
効
果
と
し
て

中
小
企
業
の
現
職
雇
用
者
の
再
教
育
に
よ

る
生
産
性
向
上
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
多
く
の
地
域
ス

ク
ー
ル
で
は
、
Q
C
D
F
の
向
上
効
果
や
、

も
の
づ
く
り
人
材
が
育
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
教
育
効
果
も
着
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
成
果
が
み
ら
れ
る

一
方
で
、
ス
ク
ー
ル
運
営
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
政
策
的
な
課
題
も
多
く
、
数
年
単

位
で
予
算
の
名
目
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ス
ク
ー
ル
事
業
の
長
期
計
画
の
立
案
・

実
行
が
難
し
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

短
期
的
に
定
量
化
さ
れ
や
す
い
効
果
も
確

か
に
重
要
で
は
あ
る
が
、
長
期
的
に
み
れ

ば
、
各
地
域
の
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
の

づ
く
り
人
材
が
継
続
的
に
育
成
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
人
材
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
地
域
の
も
の
づ
く
り
現
場
の
生
産
性
向

上
と
そ
れ
に
よ
る
収
益
増
大
が
も
た
ら
さ

れ
、
各
自
治
体
の
税
収
入
が
増
加
し
、
国

家
財
政
に
も
プ
ラ
ス
の
效
果
を
も
た
ら
す

と
い
っ
た
良
い
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
地
域
ス

ク
ー
ル
を
支
援
し
て
い
く
政
策
が
求
め
ら

れ
よ
う
。
加
え
て
、
将
来
の
も
の
づ
く
り

を
担
う
若
者
が
地
域
に
根
ざ
し
、
安
心
し

て
働
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
地
域
で
維
持
・
成

長
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
声
も
調
査
時
に
多
く
聞
か
れ
た
。
そ

の
た
め
に
も
、
よ
い
現
場
を
地
域
に
残
し
、

成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
「
草
の

根
」
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
増
進
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
主
導
す
る
人

材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
人
材
育
成
を
行
う
に
あ
た
り
、
地

域
ス
ク
ー
ル
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
も
、
本

稿
で
紹
介
し
た
地
域
ス
ク
ー
ル
へ
参
画
い

た
だ
け
る
自
治
体
や
団
体
、
企
業
が
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
お

よ
び
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。
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